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 わたしは一年生のころ、はずかしくて、だれに

も声をかけるゆう気がありませんでした。 

「いっしょう友だちができないかもしれない。」 

と、しんぱいしていました。 

 そんなわたしに、なんとヒーローがあらわれま

した。かなさんです。一ばんに声をかけてくれた

のが、かなさんです。 

 それから、わたしの毎日はたのしくなりました。

とてもうれしくて毎日おしゃべりをしました。 

 外がすずしくて、うんどうじょうをつかえる日

は外であそびました。 

 毎日がうきうき、たのしくなりました。 

 ある日、かなちゃんが休みの日がありました。

とてもさみしかったです。話しあいてがいなくて、

つらかったです。 

「そうだ。わたしもヒーローになろう。かなちゃ

んみたいなゆう気をだそう。」 

 でも、すぐにはゆう気はでませんでした。 



 かなちゃんは、わたしに 

「いっしょにあそぼう。」 

と声をかけてくれました。そうだ。わたしもこの

まほうのことばをつかおう。 

「ね、いっしょにあそぼう。」 

 まわりの人たちに声をかけてみました。その後、

どんどん自分から話しかけることができるよう

になりました。たくさん友だちができました。 

 友だちって、とても大切で大じだなと思いまし

た。 

 わたしのヒーローはかなさんです。こんどはわ

たしがヒーローになって、みんなに話しかけてい

きたいです。 

 一人でいる人にも話しかける。元気がない人に

も話しかける。かなしそうにしている人にも話し

かける。そうすると、みんながしあわせになる。 

 みんながわいわい話すことができて、しあわせ

な学校をつくりたいです。 


